
「外国人も働きやすく、住みやすいまちづくりの実現」

25.02.17

海外トップ大学での日本語学習などを通じ、日本への就職の

きっかけを学生に提供する株式会社ASIA to JAPAN（代表：三瓶 

雅人　本社：東京都台東区　以下：ASIA to JAPAN）は、昨年、三

重県桑名市と「外国人も働きやすく、住みやすいまちづくりの実

現」に向けた包括連携協定を締結し、本年2月に同市に本社を

置く扶桑工機株式会社（代表取締役社長：服部 岳　以下：扶桑

工機）において協定締結後第１号となる高度外国人材の採用

が決定した事を記念し、伊藤徳宇桑名市長、服部社長との三

者懇談会を開催致しました。

懇談会では「外国人も働きやすく、住みやすいまちづくりを目指

して」といったテーマで三者それぞれの視点からプレゼンテー

ションを行い、目標の実現に向けた取り組みなどを紹介すると

ともに、更に力強く推進していくことを確認しております。

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000063.000047920.html

〜三重県桑名市との包括連携協定による高度外国人材採用第１号〜



外国人雇用に関する企業向けセミナー
及び個別相談会を開催します 25.06.03

三重県地域活性化雇用創造プロジェクトでは《外国

人受入体制構築事業》として、県内企業における外

国人材の確保・育成を目的に、外国人材の採用・活

躍ノウハウの提供、労働関係法令等に関するセミ

ナー、および個別相談会を開催し、外国人材の受入

・定着に必要な環境整備を支援します。

https://www.pref.mie.lg.jp/TOPICS/m0360600066.htm



ベトナム総領事館主催
「ベトナム人材受け入れに関する交流会」の開催について

25.06.13

四日市商工会議所では、三重県、四日市市、三十三銀行、三十三総研、ジェトロ三重と共に、

在大阪ベトナム総領事館主催事業「三重県ベトナム人受け入れに関する交流会」を開催いたします。

少子高齢化が進む中、人手不足を課題とする企業は増加しており、外国人材の受け入れが注目され

ています。本交流会では、ベトナムと日本の人材協力の展望を総領事館からご説明いただきます。

また、外国人材の在留資格や採用に関する制度、受け入れまでの流れや手続きについても学べる内

容となっております。

さらに、ベトナム人材を受け入れている企業や日本で働くベトナム人から、現場の生の声を聴く貴重な

機会を提供します。

https://www.yokkaichi-cci.or.jp/news/16133/



「技能実習生、日本語や日本文化を学ぶ気ない」
三重県いなべ市長、県への要望席上で発言

2025.10.03

三重県いなべ市の日沖靖市長が3日、県庁であ

った県に対する要望活動の席上、外国人の技能
実習生について「日本語や日本の文化を学ぼう
という気がない」と発言した。一見勝之知事は
その後の定例会見で、こうした発言について「
技能実習生が一般に日本語を学ぶ姿勢がないと
いうことはなく、必ずしも正解な言い方ではな
い」と指摘した。 同日は県北勢地域の市町長
10人が要望に訪れ、一人ずつ発言。日沖市長は

多文化共生施策を取り上げ、外国人に関し永住
権を持った人は日本の習慣を学ぶことなどに「
積極的」と述べた。続けて、技能実習生は「日
本語を学ぼうとか、日本の文化を学ぼうとか、
そういう気は、申し訳ないですけど、ものすご
くございません」と語った。

出典：https://www.chunichi.co.jp/article/1142966



外国人政策国に対応求める 知事会議
三重・一見知事「メッセージ必要」 2025.07.25

三重県の一見勝之知事は２３、２４両日、

青森市で開かれた全国知事会議に出席し、参

院選で争点の一つとなった外国人政策につい

て「漠然とした不安を抱える人が多い中、国

からのメッセージが必要」と政府に対応を求

めた。三重県内では東南アジアからの技能実習

生の増加に伴い、昨年１月時点の県人口に占め

る外国人は３・５６％で、全国４位となってい

る。 一見知事は２３日の多文化共生に関する

分科会で「外国人材なしに、三重も日本も経済

は回らない」と指摘。他の知事からは「人手不

足を背景とした外国人材の必要性が社会に認識

されていない」との声も出たため、全国知事会

は今後、声明を出すことも検討する。
出典：https://www.yomiuri.co.jp/local/chubu/news/20250725-OYTNT50065/



三重県では「知識確認」の合格率87.6％→34.4％に
｢外免切替｣の厳格化で合格率が激減…2025.11.27

外国の運転免許証を日本の免許に切り替える

、いわゆる「外免切替」の条件について先月

から厳格化が行われ、「知識確認」の問題数

が10→50に増えたうえで、必要な正答率が90
％以上に引き上げられたほか、実際に車に乗

って行う「技能確認」の審査も厳しくなりま

した。三重県警によりますと、厳格化が始ま

った先月に試験を受けた87人のうち、最終合

格者はわずか３人でした。「知識確認」では

去年１年間の合格率が87.6％だったのに対し

、先月は34.4％でした。また、「技能確認」

は19.7％→1.8％に急落しています

出典：https://newsdig.tbs.co.jp/articles/-/2315045?display=1



ベトナム人青年2人、遭難した日本人児童2人を
勇敢に救助 2025.08.13

NA日本支局の記者によると、8月11日午後、三重県御

殿場海岸でベトナム人青年2人が日本人児童2人を救助

した。危険にさらされている人々を救うために自らを犠

牲にしたこの2人のベトナム人青年の勇敢な行動は、称

賛と称賛の的となっている。8月11日午後、三重県御殿

場海岸で、多くの人々を驚かせる出来事が起きた。海岸

遊具付近で浮き輪に乗って遊んでいた日本人児童2人が

、突如として強風と波にさらわれ、岸から約100メート

ル沖合で700メートル近くも流されたのだ。三重省政府

は8月28日、この英雄的な行為を称え、表彰状を授与す

る。29歳のトン・マイン・トゥアンさんと27歳のファ

ム・クオック・ダットさんを含むベトナムの若者たちの

無私の精神は深い印象を残し、ベトナムの若者の勇気と

優しさの美しいイメージを広めた。
出典：https://vnembassy-jp.org/ja/



地域と外国人の橋渡し
みえ熊野古道商工会が特定技能移行を支援

2025.09.22
紀北町のみえ熊野古道商工会は、外国人技能

実習生の特定技能への移行支援に力を入れてい
る。特定技能は2号になれば永住権を得られ、

人口減が激しい地域を支える存在になり得る。
一方で所帯の小さな商工会内での人員確保とい
った課題も。地域と外国人労働者の橋渡し役に
なろうと、知恵を絞る。作業台の上で、黒いプ
ラスチック製の部品を丹念に点検する。紀北町
東長島の自動車部品製造業ヤナギダ・テクノで
は14人の外国人の実習生が働く。その一人、ネ
パール人の技能実習生3号のグルン・キラ・ク
マリさん（34）は通算で約5年間、ここで勤務
する

出典：https://www.chunichi.co.jp/article/1136907
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